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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・各検討会、委員会など集まりがある際は限られた時間の中で行っています。時間の5分前には参加できるよう各自、時間の管理をしていきましょう。

・八戸看護専門学校の進学について案内がきています。スタッフロッカーには機関
紙と今年度学校説明会のお知らせを掲示してありますが、パンフレットもきてい
ましたので、興味のある方は、総務まで見に行くようにして下さい。

・第３回治療プログラム対人関係援助（レクリエーション）検討会は7月28日西病棟Ａユニットミーティングルームにて行います。

＜川端Drケースカンファ＞

・清川　厚子様～作業療法では外泊後「疲れる」と話すことあるが、疲れているがどうするか考える事でき、取り組む事できている。7月16日より下痢が続くということで下剤除剤となっているが、腹部症状、下痢はなく排便もみられている。経過観察。

・浅野　秀子様～平日のプログラム参加が消極的となっている。30分遅れて参加される事や、食欲がないと食事を摂らないこともある。体重は49～50Kgで大きな変動はない。イライラした様子はみられない。

　　　　　　　　主治医診察時には「何もやる気がしない」「つばがでる」との訴えあり、まずはつばが気になる方を治すため服薬調整していく。

　　　　　　　　定期薬変更、臨時薬処方となる。眠剤も変更となっているため睡眠状況の確認と眠れないことがあればスタッフへ教えるようにし、その際は服薬変更も可能であること本人へ説明している。

・佐々木　淳様～左手首のリハビリ行っている。可動域は広くなりつつあること報告している。

・滝澤　久江様～歩行運動は5～10分で「歩きました」と来られる場合があるが、30分歩くこと促すと行えている。体重は65Kgで変動なし。

　　　　　　　　血液検査の肝機能のデーターが悪くなってきている。脂肪肝が考えられる。食事をこれ以上制限することは出来ない為。筋力トレーニングなど運動を増やしていく必要がある。日中の活動性も高め、臥床しゴロゴロしていないよう声掛けしていく。

・大下　良悦様～青山荘入所にむけ、現在何が問題で、青山荘にてどのような訓練を行いたいか本人と話し合い情報提供していく。

　　　　　　　　青山荘入所後はすぐにデイケア利用できるようにしていく。

・東海林　康之様～今後についての御家族からの連絡はない。PSWより御家族に電話を掛けるとの事、結果を確認していく。

　　　　　　　　7月19日SST中立ち上がる際倒れこむこと、眩暈の訴えがあったこと情報提供している。その後は不調等の訴えはない。急に立ち上がることがないよう今後も注意していく。

・佐々木　康子様～銀行振り込み、引き落としに関して単独で行っていくことについて主治医へ相談したが、銀行のお金の引き落とし等はスタッフ付き添いを継続して下さい。

＜OT報告＞

・佐々木　淳様～柔軟性をつける為、左手首のリハビリを開始している。少しずつ可動域が広がっている。今後も継続していく。OTではやるが病棟にもどると怒ってしまい拒否する事もある。毎日きっちり行うことは難しく。運動や洗濯、買い物と色々あり本人もやらなければいけないことが多くなってしまうと対応出来なくなってしまっている。やろうと思っている点は評価している。

　　　　　　　　本人のペースにあわせ、1ヶ月くらいの期間で手首の柔軟性をつけながら筋力の低下も考えられるため、継続してリハビリを行っていく。

・清川　厚子様～外泊に行ってきた後のOTでは、「疲れたやる気がしない」など話すことあるが、疲れたからプログラムをやらないことはどうなのか、外泊でつかれるのであれば外泊も控えていくのか本人に話すと「疲れたが今日はコレをやる」と自分で決め取り組む事出来ている。毎日OTでは振り返りノートに本日行ったことなど記載してもらいスタッフより評価を伝えている。

　　　　　　　　「青山荘に行きたい」という希望がありその為には何をして行く必要があるのか問うと、「プログラムに参加する」「お風呂に入る」など答える事出来ている。入浴や洗面など目に見える形で評価していくことも一つの手段である。

・中野渡　鉄男様～いつも面会に来てくださる知人の方に、感謝の気持ちを伝えいつも来てくれているので何かするのはどうか勧めるとプレゼントを作成し面会時渡したとの事。どうだったか確認すると「うれしいと言ってた」と話している。

＜ナイトプログラムについて＞

意見交換しています。

●吉田富秋様が大根チーム(肥満改善)から、サボテン(社会復帰)に可能であれば移
りたいとの希望が聞かれている。理由としては、「退院は焦っていないけど、
少しでも社会の事を分かっていた方が安心する」と話している。

→・いきなり社会復帰グループに入るのは難しいのではないか。

　　趣味活動グループ、対人交流グループ、知識マナーグループ、社会復帰グル

ープと段階を踏んで行く方が良いのではないか。

· 吉田様のもともとのニーズと能力について自己評価が高い。現在の肥満グル

ープではメンバーの中でも高いと感じてしまっている。肥満グループではメ

ンバーを引っ張りリーダーシップをとっている。

· 「社会の事を分っていた方が安心する」という発言、逆を言えば「不安があ

る」ということも言える。本人ともどういう事を知りたいのかなどもう少

し話し合う

・社会復帰グループを見学してもらう。どういうものを行っているか確認して

もらい、その中で何か感じるものがあるかもしれない

●プログラムを遂行していくにあたっては、殆どのグループの患者様もグループの
目的に適した内容のプログラムを実施したり、考える事が難しいと話されている。
そこで、患者様への介入方法やプログラムの遂行について改め、患者様のニーズ
やプログラムの現状評価し検討しなおす必要があるのではないか。

→・「自主的に」とはあるが、患者様で進めることは現段階では難しい。

　　まずは話し合うテーマーや議題をスタッフで提供していき、その中で患者様

自身が次回はこういう話し合いをしようなど意見がでるようになることを期

待したい。この週は、このグループはこれをするなどテーマがあるとスタッ

フも介入しやすくなるのではないか。

・グループの目的の際検討

　趣味活動と対人交流は同じ

知識マナー範囲が広い

　金銭管理、買い物グループとするなど細かくしてもいいのではないか。

・メンバー編成検討の期間

　　半年や1年に1回ではなく3ヶ月ごとなど評価してもいいのではないか。

※8月2日からは新しくメンバー編成したグループにてまずは始めていき、１ヵ

月後評価していく。上記意見を参考にし検討していく。

＜勉強会＞

「節約、物品管理について」資料の確認お願いします。

勉強会資料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　藤原　香織

「節約・物品管理」

1． 物品管理と経営改善

　管理の要素は、一般にヒト（man）、モノ（ｍａｔｅｒｉａｌ）、カネ（money）があげられ、頭文字をとって３Mと呼ばれる。さらにこの3要素に情報、知識が追加される。

病院経営を経営改善の視点からみると、その鉄則は「入るを計り出ずるを制する」ことであり、物品管理は「出ずるを制する」業務といえる。

物品管理においても経済性の追加が求められており、医業収益の限られる精神医療においてはなおさらであり、物品管理についても診療報酬と並んで経営と切り離せない問題となっている。管理者のみならず、スタッフ一人ひとりが経営参画の意識をもちコスト削減に努力していくことが重要である。

経営収支に対する材料費の比率は病院の診療内容によって異なるが、医療収益に閉める割合は概ね20～30％前後である。材料費（医薬品費、給食用材料費、診療材料費、医療消耗器具備品費等）は人件費とともに費用に占める割合が大きく病院運営に影響を及ぼすものである。

当然のことではあるが、たとえば医業収益50億円の病院で材料費率を1％ダウン（費用削減）させることができれば、1千万円の支出減（材料比率20％の場合）となり大きな経営効果が得られることになる。

一般的に現金だと1円でも厳重に管理されるが、一旦「モノ」になると粗末に扱われる傾向がある。「物=金」であるとの認識に立ち、取り扱う物品の標準化の推進、適正な購買・消費管理および効率的な供給方式の確立をはかることが重要となる。これが物品管理における適正化による節約が第二の利潤といわれる所以である。

２．物品管理のポイント

必要なときに必要な数をすぐに使用できる状態にしておくことが大切である。看護を実施するために必要な物品は不足なく供給されなければならないが、同時に不必要な在庫や無駄な消費は廃すべきであり、デッドストックのない定数管理が望ましい。病棟内での在庫の減少、デッドストックの防止を考慮した定数補充制、定数交換性についてメリット・デメリットをふまえて検討し、その施設に合った管理補充制を工夫する為の関係部門との調整をはかりながら、在庫管理・デッドストック削減といった適正な物品管理ができるように心がける。

一般消耗品の管理・・・・使用数の実態調査から使用数を割り出し決め定数化する

　　　　　　　　　　　　無駄な使用をさける

　　　　　　　　　　　　日常からどのように工夫するか検討する

















































